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令和６年度決算認定　
決算審査特別委員会
一般質問



（49.4％）

源

財

存

依 自

（50.6％）

源

財

主

◆　一般会計決算　◆ 令
和
６
年
度
決
算
を
認
定

答

　
令
和
７
年
第
３
回
定
例
会

は
、
９
月
２
日
か
ら
12
日
ま

で
の
11
日
間
開
か
れ
、
令
和

６
年
度
各
種
会
計
決
算
認
定

６
件
な
ど
20
議
案
が
提
出
さ

れ
、
全
て
原
案
可
決
さ
れ
た
。

土木費
9億4,230万円
19.8%

総務費
7億5,304万円
15.8%

教育費
5億4,847万円
11.5%

衛生費
3億8,540万円
8.1%

公債費
3億8,205万円
8.0%

消防費
2億859万円
4.4%

農林水産業費
1億7,544万円　3.7%

商工費
1億7,273万円　3.6% 災害復旧費

5,984万円　1.3%

議会費
8,900万円　1.9%

民生費
10億3,907万円
21.9%

歳出総額
47億5,593万円

村税
18億5,659万円
37.9%

その他自主財源
2億5,177万円　5.1%

地方交付税
7億7,445万円
15.8%

国庫支出金
7億2,653万円
14.8%

村債
2億5,670万円
5.2%

県支出金
2億3,401万円
4.8%

県支出金
2億3,401万円
4.8%

その他依存財源
4億2,868万円　8.8%

繰越金
7,952万円　1.6%

繰入金
2億9,605万円　6.0%

歳入総額
 49億430万円

歳入歳出差引残額 ･･･ 1億4,837万円
　⎧うち　基金繰入 ･･････ 7,000万円
　⎩　　　繰 越 額 ･･････ 7,837万円

おおひら議会だより （２）第206号（令和７年10月30日）



奨励金を交付された進出企業

小学校への給食配送

◆　主な実施事業　◆

1,309万円

物価高騰対策給付金

非課税世帯給付金　３万円　407世帯

子ども加算給付金　２万円　　26世帯（44名）

595万円

子育て支援（出産祝金、入学祝金）

出産祝金　５万円　　23名

入学祝金　３万円　160名

（小学校61名、中学校53名、高校46名）

1,085万円

給食配送車ほか備品購入

給食配送車及び食缶等更新

8,448万円

企業立地補助金

企業立地促進奨励金　６社　8,432万円

雇用促進奨励金　　　２社　　16万円

①時間外勤務
毎年度において同一職員に常態化して時間外勤
務が見受けられる。機構再編において組織の見
直しや適正な職員配置を図り、体制の適正化を
図られたい。

③国民健康保険会計繰入金
他会計からの繰入金が予算額より収入済額が減
額している。適正な予算措置に努められたい。

◆　監査委員審査意見　◆

②減債基金の運用
減債基金は公債費の償還に充てるものであり、
財政調整基金と同様の運用をすべきではない。
適正に運用されたい。

④財政運営
庁内全体で意識改革に取り組み、法令順守の
もと行財政の健全化運営に鋭意努力されたい。

（３） おおひら議会だより 第206号（令和７年10月30日）



災害時に派遣される自動車

問
　
災
害
時
対
応
と
し
て
協
定

を
結
ん
で
い
る
団
体
数
と
提
携

の
内
容
は
。

答
　
災
害
時
協
定
の
自
治
体
は

４
団
体
で
、
総
合
的
な
援
助
を

受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

　
民
間
は
24
団
体
と
生
活
支
援

物
資
を
は
じ
め
燃
料
、
食
料
品

供
給
支
援
の
協
定
を
結
ん
で
い

る
。

問
　
令
和
６
年
度
新
た
に
購
入

し
た
備
蓄
品
の
内
容
は
。

答
　
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
米
粉
ク

ッ
キ
ー
、
液
体
ミ
ル
ク
、
ソ
ー

セ
ー
ジ
な
ど
の
食
品
や
飲
料
水

で
あ
る
。
避
難
所
用
の
簡
易
ト

イ
レ
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
ト
イ
レ
も

備
え
て
い
る
。

問
　
Ａ
Ｅ
Ｄ
更
新
台
数
は
何
台

か
。
耐
用
年
数
ま
で
の
定
期
点

検
は
お
こ
な
っ
て
い
る
か
。

答
　
各
行
政
区
分
の
14
個
を
更

新
し
た
。
役
場
で
メ
ー
ル
登
録

を
し
て
い
る
の
で
、
電
池
交
換

時
期
な
ど
に
メ
ー
ル
が
来
た
ら

各
地
区
に
連
絡
を
す
る
。

答

主 　 な 　 質 　 疑

災
害
対
策

　令和７年度各種会計の予算を審査するため、
予算審査特別委員会（委員長佐々木金彌）が５
日間にわたり開かれた。

　特別委員会では各課などに質疑を行い、審議
した結果、全会計とも「可決すべき」と決定
し、３月14日の本会議で議長に報告した。

問答

問答

問答

決 算 審 査
特別委員会

　令和６年度各種会計決算審査のため、決算審
査特別委員会（委員長 石川敏）が６日間にわ
たり開かれた。

　特別委員会では各課に質疑を行い、審議した
結果「認定すべき」と決定し、９月12日の本
会議で議長に報告した。

おおひら議会だより （４）第206号（令和７年10月30日）



子ども神輿でワッショイ！（駒場須岐神社）

問
　
現
在
の
こ
ど
も
会
団
体
数

と
小
学
生
の
加
入
率
は
。

　
少
子
化
が
進
ん
で
い
く
中
、

今
後
の
こ
ど
も
会
の
あ
り
か
た

を
ど
う
考
え
る
か
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の

内
訳
と
返
礼
品
等
の
経
費
は
い

く
ら
か
か
っ
て
い
る
か
。

答
　
寄
附
金
額
は
個
人
が
２
５

２
件
７
６
５
万
円
、
企
業
版
が

５
件
６
１
０
万
円
で
合
計
１
３

７
５
万
円
で
あ
る
。

　
経
費
は
返
礼
品
や
郵
送
料
、

サ
イ
ト
手
数
料
と
し
て
合
計
３

４
４
万
円
に
な
っ
て
い
る
。

問
　
６
年
度
に
ふ
る
さ
と
納
税

基
金
か
ら
充
当
し
た
事
業
は
何

か
。

答
　
小
中
学
生
の
た
め
の
大
衡

塾
に
２
８
７
万
円
、
村
Ｐ
Ｒ
雑

誌
掲
載
に
93
万
円
、
ひ
ら
麻
呂

グ
ッ
ズ
製
作
に
46
万
円
の
合
計

４
２
６
万
円
支
出
し
た
。

問
　
村
内
住
民
が
他
自
治
体
に

ふ
る
さ
と
納
税
し
た
こ
と
に
よ

っ
て
、
控
除
さ
れ
る
住
民
税
額

は
い
く
ら
に
な
る
か
。

答
　
件
数
は
１
７
９
件
、
寄
附

金
額
は
１
１
８
３
万
円
で
あ
り
、

住
民
税
控
除
額
は
５
９
０
万
円

に
な
っ
て
い
る
。

答
　
16
団
体
が
あ
り
、
加
入
率

74
・
８
％
で
あ
る
。

　
他
学
年
と
の
交
流
で
多
く
の

事
を
得
ら
れ
る
の
で
、
今
後
行

事
等
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
発
信
で
呼
び
か

け
て
い
く
。

問
　
令
和
６
年
度
企
業
立
地
奨

励
金
の
内
訳
は
。

　
こ
れ
ま
で
の
奨
励
金
の
交
付

総
額
と
交
付
予
定
額
は
。

　
　
６
年
度
は
６
社
で
８
４
０

０
万
円
交
付
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
総
額
は
21
社
14

億
円
で
あ
る
。
既
に
立
地
決
定

さ
れ
た
企
業
へ
の
今
後
交
付
見

込
額
は
約
２
億
円
で
あ
る
。

子
ど
も
会

問

答

答

問答 問

答 問

ふ
る
さ
と
納
税

決算
質疑

企
業
立
地
奨
励
金

問答

（５） おおひら議会だより 第206号（令和７年10月30日）



美しい日本の凧展（ふるさと美術館）

モニターで常時監視している上水道

問
　
大
衡
城
は
解
体
を
決
定
し

て
現
在
使
用
中
止
し
て
い
る
が
、

解
体
す
る
時
期
は
い
つ
か
。

答
　
大
衡
城
は
５
年
度
か
ら
貸

出
使
用
中
止
し
て
い
る
。
施
設

改
修
の
県
補
助
金
を
受
け
て
お

り
、
そ
の
期
限
年
数
が
８
年
度

ま
で
の
た
め
、
施
設
解
体
は
９

年
度
に
計
画
し
て
い
る
。

問
　
６
年
度
に
農
業
地
域
計
画

を
策
定
し
た
が
実
施
し
た
説
明

会
や
参
加
人
数
等
は
。

答
　
１
回
目
は
各
地
区
ご
と
に

実
施
し
、
２
回
目
は
数
地
区
を

ま
と
め
て
実
施
し
た
。

　
参
加
者
は
１
か
所
10
名
〜
30

名
程
度
で
あ
っ
た
。

問
　
外
国
人
に
よ
る
村
内
農
地

の
取
得
は
あ
っ
た
の
か
。

答
　
仙
台
市
在
住
の
外
国
人
１

件
申
請
が
あ
っ
た
。
取
得
農
地

は
果
樹
栽
培
を
利
用
目
的
と
す

る
も
の
で
許
可
し
た
。

問
　
美
術
館
の
指
定
管
理
委
託

料
の
経
費
内
訳
は
。

答
　
指
定
管
理
委
託
料
は
６
４

０
万
円
で
あ
り
、
人
件
費
以
外

は
消
耗
品
費
、
光
熱
水
費
、
修

繕
費
、
委
託
料
等
２
４
２
万
円

で
あ
る
。

問
　
安
全
な
水
の
安
定
供
給
を

確
保
す
る
た
め
、
水
質
検
査
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　
大
崎
市
上
下
水
道
部
に
委

託
し
毎
月
検
査
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
庁
舎
内
で
連
続
監
視

を
行
い
、
異
常
が
発
生
し
た
場

合
、
職
員
に
警
報
メ
ー
ル
が
届

く
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
指
定
管
理
委
託
の
次
期
契

約
に
向
け
て
の
考
え
は
。

答
　
現
在
ま
で
の
委
託
状
況
を

検
証
し
、
９
年
度
か
ら
の
指
定

管
理
委
託
方
針
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

問
　
役
場
庁
舎
の
長
寿
命
化

対
策
費
用
４
１
８
万
円
の
内

容
は
。

答
　
庁
舎
の
調
査
費
用
で
建

物
の
強
度
、
耐
久
度
基
準
を

満
た
し
て
い
る
が
、
配
管
等

の
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
。

答
大
衡
城
青
少
年
交
流
館

答 問
農
業
委
員
会

答 問

美
術
館

答

答

答

問

答 問

問

水
道
維
持
管
理

問

庁
舎
長
寿
命
化

答 問

第206号（令和７年10月30日） おおひら議会だより （６）



くくりわな

イノシシわなの講習

問
　
イ
ノ
シ
シ
捕
獲
用
の
く
く

り
わ
な
と
箱
わ
な
の
損
傷
の
実

態
を
村
で
把
握
し
て
い
る
か
。

答
　
く
く
り
わ
な
は
延
９
２
８

基
購
入
し
て
い
る
が
、
損
傷
し

使
用
可
能
が
３
０
０
基
ほ
ど
に

な
っ
て
い
る
。

問
　
イ
ノ
シ
シ
駆
除
は
危
険
な

業
務
で
あ
る
。
実
施
隊
に
全
部

お
任
せ
で
な
く
、
村
で
も
認
識

さ
れ
た
い
。

問
　
軽
ト
ラ
ッ
ク
購
入

の
起
業
伺
い
で
は
車
種

が
ト
ヨ
タ
車
、
納
品
は

ダ
イ
ハ
ツ
車
と
な
っ
て

い
る
。
一
般
的
に
は
メ

ー
カ
ー
を
指
定
し
た
起

業
伺
い
は
競
争
原
理
や

公
平
・
平
等
の
原
則
か

ら
好
ま
し
く
な
い
。

　
仕
様
書
で
は
希
望
ナ

ン
バ
ー
と
な
っ
て
い
る

が
、
そ
の
理
由
は
何
か
。

答
　
ト
ヨ
タ
車
と
限
定

し
た
わ
け
で
な
く
、
同

等
品
と
し
て
業
者
指
名

を
し
た
。
誤
解
を
招
く

結
果
と
な
り
、
今
後
は
、

適
正
な
事
務
遂
行
に
努

め
た
い
。

　
希
望
ナ
ン
バ
ー
は
、

20
年
以
上
前
か
ら
実
施

し
て
お
り
、
管
理
上
メ

リ
ッ
ト
が
薄
れ
た
た
め

取
り
止
め
に
し
た
い
。

問
　
多
く
の
シ
ス
テ
ム

は
、
制
度
改
正
に
伴
い

改
修
を
必
要
と
す
る
が
、

村
独
自
で
の
算
出
は
困

難
で
あ
り
、
シ
ス
テ
ム

会
社
の
言
い
値
と
な
る

こ
と
か
ら
導
入
市
町
と

の
情
報
共
有
な
ど
の
設

計
額
の
精
査
が
必
要
で

は
な
い
か
。

答
　
こ
れ
か
ら
は
、
同

一
ベ
ン
ダ
ー
と
の
契
約

し
て
い
る
市
町
と
情
報

共
有
を
一
層
図
り
、
設

計
額
の
精
査
を
図
っ
て

い
く
。

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
全

国
市
町
村
に
お
い
て
は
、

標
準
仕
様
に
適
合
し
た

シ
ス
テ
ム
に
移
行
す
る

た
め
、
改
修
費
用
は
こ

れ
ま
で
以
上
に
削
減
さ

れ
る
。

答
　
わ
な
の
部
材
費
は
村
で
支

出
し
、
修
繕
は
実
施
隊
長
に
修

繕
を
お
願
し
て
い
る
状
況
で
あ

る
。
今
後
は
実
施
隊
の
活
動
実

態
を
十
分
検
討
し
て
い
く
。

イ
ノ
シ
シ
対
策

答 問

答

問

総 括 質 疑

　鈴
木

　和
信

答 問

問

公
用
車
購
入

シ
ス
テ
ム
改
修

費
用

答

（７） おおひら議会だより 第206号（令和７年10月30日）



１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１
12

１
２
３
４
５
６
７
８
９
00
１
12

予算 令和７年度補正予算

問
　
中
学
校
の
部
活
動
地
域
移

行
を
進
め
て
い
く
上
で
18
万
円

を
計
上
し
て
い
る
が
、
そ
の
内

訳
は
。

答
　
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

委
員
の
謝
礼
と
し
て
１
人
３
０

０
０
円
の
20
人
分
で
計
３
回
予

定
を
し
て
い
る
。

問
　
出
生
祝
金
と
入
学
祝
金
の

減
額
理
由
は
。

答
　
実
績
見
込
み
が
出
生
数
25

名
・
小
学
校
入
学
44
名
・
中
学

校
入
学
73
名
・
高
校
入
学
55
名

と
な
り
、
当
初
想
定
よ
り
減
少

し
た
た
め
。

問
　
実
証
試
験
施
設
の
工
事
内

容
は
。

答
　
上
北
沢
地
区
の
排
水
は
Ｐ

Ｈ
値
の
基
準
が
下
回
っ
て
い
る

が
鉄
濃
度
が
排
水
基
準
の
３
倍

以
上
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
植

物
の
持
つ
浄
化
作
用
を
生
か
し
、

鉄
を
沈
殿
・
吸
着
さ
せ
て
除
去

す
る
た
め
、
人
工
湿
地
を
建
設

す
る
。

問
　
放
流
を
心
配
す
る
農
家
も

多
く
地
元
説
明
会
を
再
度
実
施

す
る
の
か
。

答
　
今
年
２
月
に
開
催
し
て
い

る
が
、
排
水
方
式
が
変
わ
っ
た

の
で
時
期
を
見
て
実
施
す
る
。

熱戦が繰り広げられた中学校新人戦

答

部
活
動
地
域
移
行

答 問

子
育
て
支
援

答 問

上
北
沢
排
水
処
理
施
設

答 問答 問

主

　な

　質

　疑

◎歳　入
村税（固定資産税） ･････････････････ 1億円
物価高騰対応国庫補助金 ･････････ 1,468万円
減債基金繰入金 ･･･････････････ △8,000万円
赤水処理施設管理基金繰入金 ･････ 6,523万円
令和６年度決算繰越金 ･･･････････ 5,281万円
村債 ･･･････････････････････････ 4,340万円

補正の主なもの

◎歳　出
ときわ台集会所駐車場工事費 ･････ 1,950万円
塩浪地区法面修繕工事費 ･････････ 4,298万円
定額減税調整交付金 ･････････････ 1,140万円
医療・福祉施設等特別支援金 ･･･････385万円
農業環境整備支援補助金 ･･･････････646万円
村民体育館LED照明工事費 ･････････491万円
上北沢排水処理場工事費 ･････････ 6,500万円

第206号（令和７年10月30日） おおひら議会だより （８）



条例

問
　
令
和
８
年
度
か
ら
の
給
食

調
理
業
務
委
託
の
債
務
負
担
が

補
正
さ
れ
て
い
る
が
、
契
約
ま

で
の
手
続
き
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と

委
託
業
務
内
容
は
。

答
　
今
年
中
に
入
札
等
の
契
約

手
続
き
を
完
了
し
て
、
来
年
４

月
か
ら
の
調
理
業
務
に
支
障
の

な
い
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
。

　
業
務
内
容
は
調
理
と
小
学
校

へ
の
配
送
業
務
で
あ
り
、
現
在

と
変
更
は
な
い
。

おいしい給食に心をこめて！

人事 教育委員の任命

齋藤さと子 氏
さいとう　　　　　こ

　大衡村教育委員会教育委員を任命
することについて、議会の同意を求
められ、採決の結果、同意した。

任　期
４年（令和７年10月１日～令和11年９月30日）

改正された条例

問
　
物
価
高
騰
に
よ
り
食
材
が

値
上
が
り
し
て
い
る
が
、
給
食

単
価
の
改
定
は
必
要
な
い
か
。

答
　
給
食
単
価
は
７
年
度
に
引

き
上
げ
て
お
り
、
現
在
の
と
こ

ろ
変
更
す
る
予
定
は
な
い
。

給
食
調
理
業
務

答 問

答 問

賛成10 反対0
採決結果

職員の育児休業等に関する条例①

職員の勤務時間、休暇等に関する条例②

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例③

大衡村家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例④

大衡村特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する
基準を定める条例⑤

（９） おおひら議会だより 第206号（令和７年10月30日）
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答

※会議録は大衡村議会ホームページで閲覧できます。

質問者一覧表
鈴　木　和　信
・第三セクターの経営実態を問う
・高齢化に伴う奉仕作業等のあり方について
・語学研修制度の導入を
佐　野　英　俊
・役場の機構改革について
・村道昌源寺前線の延伸整備について
小　川　克　也
・新時代における消防団のあり方は
・アメリカシロヒトリについて
石　川　　　敏
・庁内機構再編計画について
赤　間　しづ江
・児童生徒の暑さ対策は万全か
早　坂　美　華
・タカカツ万葉パークキャンプ場の現状と今後の展開について
細　川　運　一
・万葉まちづくりセンター運営の評価と期待について
山　本　信　悟
・河原、座府地区の地区計画は進んでいるのか

皆さんが選んだ議員がどのような質
問・発言をしているのか、村の執行
部がどのような施策を考えているの
か、是非議場で傍聴してみませんか。

お問合せ先：大衡村議会事務局
☎３４５－６０３０

gikai@village.ohira.miyagi.jp

12月２日（火）
次の定例会は

からの予定です

次の定例会は

からの予定です

議会を

傍聴してみませんか

８名の議員が村政を問う

一般
質問

おおひら議会だより （10）第206号（令和７年10月30日）



まちづくりセンター事務所

問
　
会
社
の
売
上
げ
・
社
員
数

の
急
激
な
減
少
に
よ
り
運
営
に

支
障
は
な
い
の
か
。

村
長
　
歳
出
削
減
の
企
業
努
力

に
よ
り
純
利
益
は
増
え
て
お
り
、

支
障
は
な
い
。

問
　
村
の
指
導
体
制
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

村
長
　
経
営
の
点
検
評
価
で
は

「
Ａ
」
評
価
で
あ
る
。

問
　
内
部
通
報
と
思
わ
れ
る
投

書
が
議
員
に
あ
る
が
、
運
営
に

支
障
は
な
い
の
か
。

村
長
　
名
前
も
な
い
文
書
で
あ

り
、
答
え
る
も
の
は
な
い
。

問
　
株
主
に
投
書
が
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
筆
頭
株
主
と
し
て

ど
う
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

村
長
　
怪
文
書
で
あ
り
、
答
え

る
も
の
は
な
い
。
株
主
総
会
で

も
意
見
が
出
な
か
っ
た
。

問
　
道
路
・
河
川
愛
護
や
集
会

所
清
掃
等
に
参
加
で
き
な
い
高

齢
者
・
障
害
者
世
帯
に
村
と
し

て
配
慮
し
た
対
応
を
検
討
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

村
長
　
各
地
区
の
自
主
的
活
動

で
あ
り
村
が
直
接
的
な
関
与
を

す
る
こ
と
は
難
し
い
。

問
　
地
区
費
に
ば
ら
つ
き
が
あ

る
の
で
、
地
区
活
動
助
成
金
を

倍
増
す
る
考
え
は
。

村
長
　
区
長
会
で
も
要
望
は
出

て
い
な
い
。
地
区
ご
と
に
配
慮

し
た
補
助
金
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
語
学
研
修
を
（
株
）
ブ
リ

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ヒ
ル
ズ
（
福
島
県

天
栄
村
）
で
実
践
し
て
い
る
が
、

本
村
で
も
実
施
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長
　
国
内
に
い
な
が
ら
海

外
研
修
に
値
す
る
体
験
が
可
能

で
あ
り
、
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

一般質問 村政を問う

問題は認識している

万葉まちづくりセンターの
経営実態を問う

村
長 経

営
状
況

問村
長

問

村
長 内

部
通
報

問村
長

問

村
長

問

村
長

問

高
齢
世
帯
の
奉
仕
作
業
等
は

各
地
区
で
自
主
的
に

教
育
長

問

すず　き　　　かずのぶ

鈴木　和信 議員

今後検討したい
語学研修制度の導入を
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空から見る衡下要害地区

◀村道
　昌源寺
　　前線　

村
道
塩
浪
竹
ノ
内
線

◀今回質問
　した区間

問
　
役
場
の
機
構
改
革
の
目
的

は
。

村
長
　
長
期
的
に
自
立
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
将
来
を
見
据
え
た
機
構

改
革
を
行
う
。

問
　
検
討
の
中
で
出
た
課
題
と

問
題
点
は
。

村
長
　
正
職
員
の
主
務
外
の
業

務
割
合
が
多
く
改
善
の
必
要
が

あ
る
。
ま
た
、
中
堅
職
員
の
人

材
が
不
足
で
、
10
年
後
の
組
織

体
制
維
持
が
困
難
と
な
る
。

問
　
下
水
管
も
敷
設
し
て
い
る

赤
線
だ
が
、
検
討
は
し
た
の
か
。

村
長
　
村
道
認
定
は
拡
幅
を
前

提
と
す
る
が
、
事
業
化
の
め
ど

が
立
た
ず
、
砕
石
の
補
充
な
ど

応
急
対
策
で
の
対
応
と
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。

問
　
調
査
す
る
と
答
弁
し
て
い

る
衡
下
地
区
要
害
赤
線
道
路
の

調
査
結
果
は
。

村
長
　
赤
線
は
国
か
ら
譲
与
の

公
共
物
で
、
村
は
周
辺
土
地
を

現
地
確
認
し
、
公
図
と
登
記
簿

を
調
査
し
た
。

問
　
職
員
92
名
で
、
課
を
増
や

し
て
の
組
織
運
営
は
可
能
か
。

村
長
　
管
理
職
の
専
門
性
を
高

め
、
若
手
職
員
の
人
材
育
成
体

制
を
整
え
て
、
職
員
の
資
質
の

向
上
を
図
り
、
組
織
再
編
は
可

能
と
考
え
て
い
る
。

問
　
昌
源
寺
前
線
の
延
伸
整
備

の
考
え
は
あ
る
か
。

村
長
　
国
庫
補
助
を
受
け
る
た

め
に
は
事
業
の
妥
当
性
が
求
め

ら
れ
、
費
用
対
効
果
の
観
点
か

ら
延
伸
整
備
は
難
し
い
と
判
断

し
て
い
る
。

問
　
奥
田
地
区
住
居
系
計
画
区

域
へ
通
じ
る
路
線
と
答
弁
し
て

い
た
が
、
土
地
の
用
途
が
変
更

さ
れ
た
。
そ
の
後
の
考
え
方
は
。

村
長
　
住
宅
用
地
か
ら
工
業
用

地
に
変
わ
っ
て
い
る
。
村
道
認

定
で
は
な
く
、
整
備
手
法
を
考

え
て
い
く
。

答
一般質問村政を問う

課を増やし組織体制を強化
機構改革で役場はどう変わる

機
構
改
革

問問

村
長 村

道
認
定

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長

過
去
の
一
般
質
問

問

課
の
再
編

問

問

昌
源
寺
前
線
の
延
伸
整
備
は

村
道
認
定
せ
ず
整
備
を
考
え
る

　さ　の　　　ひでとし

佐野　英俊 議員

村
長 延

伸
整
備

問

おおひら議会だより （12）第206号（令和７年10月30日）



訓練の成果を披露する消防団

問
　
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
は

６
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、
主

に
年
２
回
発
生
す
る
不
快
害
虫

で
あ
る
。
繁
殖
力
も
非
常
に
強

く
成
長
も
早
い
が
、
本
村
で
の

発
生
状
況
と
そ
の
対
応
は
。

問
　
全
国
的
に
団
員
数
の
減
少

は
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る

が
、
本
村
で
の
現
状
は
。

村
長
　
基
本
団
員
は
定
数
２
０

０
人
に
対
し
現
在
１
３
７
人
、

Ｏ
Ｂ
団
員
は
定
数
60
人
に
対
し

41
人
で
あ
る
。
直
近
５
年
間
に

お
い
て
は
、
基
本
団
員
が
２
人

減
少
し
Ｏ
Ｂ
団
員
は
５
人
増
加

し
て
い
る
。

問
　
新
た
な
団
員
の
確
保
や
地

域
防
災
の
向
上
に
つ
な
げ
る
た

め
、
割
引
等
の
特
典
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
『
消
防
団
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
事
業
を
促
進
す

る
考
え
は
ど
う
か
。

村
長
　
一
つ
の
提
案
と
い
う
こ

と
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
団
員
向
け
の
育
成
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
。

村
長
　
黒
川
消
防
署
大
衡
出
張

所
の
協
力
を
頂
き
、
新
任
消
防

団
研
修
を
開
催
し
、
基
礎
的
な

技
能
を
体
得
し
て
い
る
。

問
　
選
手
の
固
定
化
や
練
習
が

負
担
に
な
っ
て
い
る
と
言
う
団

員
の
声
が
あ
る
。
演
習
を
廃
止

し
、
全
員
が
参
加
で
き
る
訓
練

会
に
切
り
替
え
る
考
え
は
ど
う

か
。

村
長
　
練
習
日
を
分
散
さ
せ
る

な
ど
、
団
員
が
参
加
し
や
す
い

日
程
調
整
を
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
演
習
に
つ
い
て
は
実
態

調
査
を
し
て
い
き
た
い
。

村
長
　
発
生
状
況
は
少
な
い
が
、

大
量
発
生
す
る
前
に
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
等
で
早
期
発
見
・
早
期
駆

除
の
呼
び
か
け
を
行
い
、
住
民

生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
て
い

き
た
い
。

消防団応援
プロジェクト

一般質問 村政を問う

実態調査をしていきたい
新時代の消防団のあり方は

村
長 団

員
数

問

村
長 消

防
団
応
援

問

村
長 団

員
の
育
成

問

村
長 消

防
演
習

問

村
長

問 ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
対
応
は

早
期
駆
除
等
に
よ
る
周
知
を
し
て
い
く

　お　がわ　　かつ　や

小川　克也 議員
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役場の課再編はどのように

問
　
令
和
５
年
に
再
編
計
画
を

示
し
て
か
ら
既
に
２
年
経
過
す

る
が
、
未
だ
実
施
に
至
っ
て
い

な
い
理
由
は
。

村
長
　
当
初
は
令
和
６
年
度
か

ら
実
施
を
予
定
し
て
い
た
が
、

議
会
の
意
見
や
企
業
進
出
計
画

の
影
響
等
に
よ
り
各
課
の
業
務

内
容
を
再
整
理
し
、
細
部
に
わ

た
り
検
討
す
る
必
要
が
生
じ
た
。

問
　
６
年
度
に
各
課
の
業
務
量

調
査
を
実
施
し
て
い
る
が
、
そ

の
結
果
は
再
編
計
画
に
反
映
さ

れ
て
い
る
の
か
。

村
長
　
庁
内
業
務
量
調
査
及
び

業
務
改
善
支
援
調
査
を
実
施
し

た
結
果
、
業
務
内
容
の
う
ち
正

規
職
員
が
ノ
ン
コ
ア
業
務
に
従

事
し
て
い
る
割
合
が
高
い
こ
と

問
　
庁
内
全
体
の
業
務
量
に
お

い
て
各
課
の
職
員
数
の
バ
ラ
ン

ス
は
と
れ
て
い
る
の
か
。

　
今
後
の
職
員
体
制
や
採
用
計

画
、
資
質
向
上
策
は
。

村
長
　
組
織
見
直
し
に
合
わ
せ

各
課
の
所
管
事
務
の
調
整
を
行

っ
て
い
る
。

　
中
長
期
的
な
行
政
需
要
に
対

応
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
職
員
研
修
や
派
遣
を
積
極

的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
こ
れ
か
ら
の
村
政
執
行
に

お
け
る
重
点
施
策
と
そ
の
課
題

は
何
か
。

問
　
村
長
は
令
和
９
年
に
任
期

最
終
年
を
迎
え
る
。
住
民
の
期

待
に
応
え
る
べ
く
８
年
度
の
事

業
計
画
や
予
算
編
成
に
臨
む
方

針
は
。

村
長
　
み
ん
な
が
笑
顔
で
元
気

に
暮
ら
せ
る
大
衡
村
を
つ
く
る

た
め
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
目

指
し
全
力
投
球
し
て
い
き
た
い
。

が
判
明
し
た
。

　
正
規
職
員
の
コ
ア
業
務
へ
の

集
中
や
会
計
年
度
職
員
の
採
用
、

外
部
委
託
も
検
討
し
て
い
き
た

い
。

村
長
　
庁
内
組
織
再
編
に
あ
た

り
次
の
内
容
が
重
要
課
題
と
考

え
て
い
る
。

①
定
住
人
口
を
増
加
さ
せ
る
魅

力
あ
る
施
策

②
村
独
自
施
策
の
企
画
立
案

③
農
業
振
興
施
策
の
強
化

④
安
定
し
た
財
政
基
盤
強
化

⑤
公
共
施
設
の
適
正
な
維
持
管

理
⑥
公
営
企
業
の
一
元
的
な
管
理

運
営

答

一般質問村政を問う

令和８年度から実施する
どうする庁内機構再編

再
編
案
検
討
経
過

問庁
内
業
務
量
調
査

問

村
長

村
長

村
長

村
長

村
長 職

員
体
制

問村
政
運
営
課
題

問

問

いしかわ　　　　さとし

石川　　敏 議員

※

コ
ア
業
務

重
要
な
意
思
決
定
な
ど
、
正
規
職

員
が
対
応
す
べ
き
業
務

※

ノ
ン
コ
ア
業
務

正
規
職
員
で
な
く
と
も
対
応
可
能

な
業
務 
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暑さ指数をチェック（大衡小学校）

問
　
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
発

令
や
命
に
関
わ
る
危
険
な
暑
さ

と
言
わ
れ
る
猛
暑
が
、
こ
こ
数

年
常
態
化
し
て
い
る
。

　
学
校
や
児
童
館
な
ど
児
童
生

徒
が
集
団
生
活
を
送
る
施
設
の

空
調
設
備
は
整
備
さ
れ
て
い
る

か
。
ま
た
点
検
の
状
況
に
つ
い

て
も
問
う
。

教
育
長
　
小
中
学
校
に
つ
い
て

は
普
通
教
室
、
特
別
教
室
及
び

中
学
校
講
堂
に
空
調
設
備
が
導

入
さ
れ
て
お
り
、
年
２
回
の
保

守
点
検
を
行
い
快
適
な
学
習
環

境
を
整
え
て
い
る
。

　
児
童
館
は
、
図
書
室
に
家
庭

用
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
て
い
る
。

問
　
活
動
の
目
安
と
な
る
暑
さ

指
数
計
は
各
施
設
に
設
置
さ
れ

て
い
る
か
。

教
育
長
　
小
中
学
校
で
は
熱
中

症
指
数
モ
ニ
タ
ー
を
平
成
30
年

度
か
ら
導
入
し
て
い
る
。

　
小
学
校
は
校
舎
前
、
体
育
館
、

プ
ー
ル
な
ど
計
６
台
、
中
学
校

で
は
校
庭
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

村
民
体
育
館
な
ど
に
計
４
台
、

児
童
館
も
玄
関
ホ
ー
ル
に
１
台

設
置
し
て
い
る
。

問
　
数
年
の
暑
さ
を
経
験
し
て
、

必
要
と
思
わ
れ
る
設
備
な
ど
は

あ
る
か
。

　
ま
た
教
育
現
場
か
ら
の
声
を

ど
う
反
映
さ
せ
る
か
。

教
育
長 
現
時
点
で
、
学
校
や

児
童
館
か
ら
の
要
望
は
出
て
い

な
い
。

　
歴
史
的
な
猛
暑
が
続
い
て
お

り
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
の

観
点
か
ら
必
要
な
設
備
と
し
て

冷
水
機
や
製
氷
機
の
設
置
を
考

え
て
い
る
。

問
　
暑
さ
を
長
期
間
体
験
し
た

あ
と
の
児
童
生
徒
の
体
調
変
化

が
心
配
さ
れ
る
。
健
康
管
理
情

報
の
適
切
な
発
信
の
考
え
は
。

教
育
長
　
小
中
学
校
で
は
ス
マ

ホ
ア
プ
リ
を
活
用
し
保
護
者
に

対
し
て
情
報
提
供
を
行
な
っ
て

い
る
。
警
戒
ア
ラ
ー
ト
が
出
さ

れ
た
場
合
に
は
、
部
活
中
止
の

お
知
ら
せ
を
保
護
者
を
通
じ
て

子
ど
も
た
ち
に
情
報
を
発
信
し

て
い
る
。

　
児
童
館
に
つ
い
て
は
送
迎
時

に
保
護
者
に
伝
え
、
児
童
館
だ

よ
り
で
も
情
報
を
発
信
し
て
い

る
。

一般質問 村政を問う

学校に冷水機の設置を検討
児童生徒の暑さ対策は万全か

空
調
設
備
の
状
況

問

暑
さ
指
数
計

問現
場
か
ら
の
要
望

問

健
康
情
報
発
信

問教
育
長

教
育
長

教
育
長

教
育
長

あか　ま　　　　　え

赤間しづ江 議員
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たくさんの方の利用を期待し、バルーンリリース

問
　
タ
カ
カ
ツ
万
葉
パ
ー
ク
キ

ャ
ン
プ
場
は
今
年
４
月
か
ら
本

格
オ
ー
プ
ン
し
た
が
、
プ
レ
オ

ー
プ
ン
と
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

後
の
入
場
者
数
と
当
初
計
画
目

標
達
成
率
は
。

村
長
　
プ
レ
オ
ー
プ
ン
の
入
場

者
数
は
３
１
５
人
で
達
成
率

８
・
４
％
、
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ

ン
後
は
７
月
末
時
点
で
２
７
０

人
15
％
で
あ
り
、
目
標
に
達
し

て
い
な
い
。

問
　
周
知
Ｐ
Ｒ
を
し
っ
か
り
行

っ
た
の
か
。

村
長
　
キ
ャ
ン
プ
場
の
魅
力
発

信
を
お
こ
な
っ
た
が
、
受
け
取

る
側
に
は
伝
わ
ら
な
か
っ
た
結

果
と
感
じ
て
い
る
。

問
　
車
１
台
１
１
０
０
円
、
１

人
あ
た
り
５
５
０
円
で
あ
り
、

利
用
料
金
が
高
い
と
の
声
が
あ

る
が
、
料
金
見
直
し
の
考
え
は

な
い
か
。

問
　
令
和
の
時
代
に
新
し
く
で

き
た
キ
ャ
ン
プ
場
だ
が
、
ト
イ

レ
設
備
や
洗
い
場
周
辺
の
仕
上

が
り
に
疑
問
点
が
多
い
が
改
善

が
必
要
で
は
な
い
か
。

村
長 

当
初
経
費
を
か
け
な
い

中
で
お
こ
な
っ
て
い
く
事
業
の

た
め
、
現
在
の
仕
上
が
り
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

問
　
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
と
共
に

ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
も
お
こ
っ
た
が
、

本
村
キ
ャ
ン
プ
場
で
は
ペ
ッ
ト

入
場
不
可
で
あ
る
。
近
年
の
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
る
な
ら
ペ
ッ
ト

も
歓
迎
で
は
な
い
か
。

村
長
　
ド
ッ
グ
ラ
ン
付
き
の
キ

ャ
ン
プ
エ
リ
ア
な
ど
も
含
め
て

今
後
検
討
し
て
い
く
。

問
　
今
後
イ
ベ
ン
ト
等
を
行
い
、

キ
ャ
ン
プ
場
を
周
知
し
て
い
く

予
定
は
あ
る
か
。

村
長
　
11
月
に
テ
ィ
ラ
ノ
サ
ウ

ル
ス
レ
ー
ス
を
予
定
し
て
い
る
。

村
長
　
当
初
想
定
し
た
利
用
人

数
と
は
相
当
の
差
が
あ
る
の
で
、

今
後
検
討
し
て
い
く
。

答
一般質問村政を問う

利用内容を検討していく
万葉パークキャンプ場の現状は

利
用
状
況

問問

村
長

村
長

村
長

村
長

利
用
料
金

問

村
長 施

設
状
況

問村
長

問イ
ベ
ン
ト
開
催

問

はやさか　　　み　か

早坂　美華 議員
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タカカツ万葉パーク剪定業務

問
　
民
間
か
ら
社
長
を
招
い
た

令
和
６
年
度
決
算
の
概
要
と
新

た
な
視
点
で
の
経
営
を
ど
う
評

価
し
て
い
る
か
。

村
長
　
売
上
高
３
億
８
７
６
３

万
円
・
営
業
利
益
１
１
８
６
万

円
・
純
利
益
１
０
１
万
円
の
黒

字
決
算
で
あ
る
。

　
新
社
長
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
経
営
の
健
全
化
や
効
率
化
を

心
が
け
改
善
点
を
見
つ
け
て
積

極
的
に
経
営
に
取
り
組
ん
で
い

た
だ
い
て
い
る
。

問
　
従
業
員
の
給
与
と
賞
与
の

合
計
額
が
前
年
度
と
比
較
し
て

７
３
７
万
円
の
減
と
な
り
、
納

税
額
合
計
が
66
万
円
か
ら
３
８

５
万
円
に
な
っ
て
い
る
。
従
業

員
数
の
減
少
や
待
遇
の
変
化
が

考
え
ら
れ
る
が
報
告
は
受
け
て

い
る
の
か
。

問
　
従
業
員
の
方
々
の
労
働
環

境
へ
の
意
見
や
要
望
に
つ
い
て

の
相
談
体
制
を
村
で
点
検
し
て

い
る
の
か
。

村
長
　
相
談
窓
口
は
施
設
の

長
・
本
部
・
代
表
取
締
役
社
長

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
会
社
の

就
業
規
則
で
従
業
員
か
ら
の
意

見
や
要
望
を
受
け
と
め
る
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
て
い
る
。

問
　
セ
ク
ハ
ラ
や
パ
ワ
ハ
ラ
は

公
益
通
報
に
該
当
し
な
い
が
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
従
業
員
な
ど

か
ら
自
治
体
に
公
益
通
報
の
要

件
を
満
た
す
情
報
が
寄
せ
ら
れ

た
場
合
、
村
で
は
ど
の
よ
う
な

対
応
を
取
る
の
か
。

村
長
　
村
の
要
綱
に
の
っ
と
り

通
報
内
容
の
事
実
関
係
を
調
査

し
、
是
正
措
置
等
を
講
じ
る
こ

と
に
な
る
。

問
　
地
域
振
興
や
産
業
活
性
化

の
た
め
に
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ

ー
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

村
長
　
指
定
管
理
施
設
の
適
正

な
管
理
・
村
へ
の
事
業
提
案
・

地
域
に
密
着
し
た
催
し
な
ど
の

自
主
事
業
の
実
施
と
と
も
に
村

内
雇
用
の
創
出
・
拡
大
を
期
待

し
て
い
る
。

問
　
臨
時
株
主
総
会
で
新
し
い

取
締
役
が
選
任
さ
れ
た
が
任
期

は
い
つ
ま
で
か
。

村
長
　
会
社
定
款
に
よ
り
前
任

取
締
役
の
残
任
期
間
で
あ
る
。

　問
　
代
表
取
締
役
社
長
の
任
期

も
残
任
期
間
か
。

村
長
　
定
時
株
主
総
会
に
お
い

て
新
た
に
就
任
し
た
た
め
、
新

任
期
の
４
年
間
と
な
る
。

村
長
　
従
業
員
の
減
少
に
よ
る

も
の
と
分
析
し
て
い
る
。
会
社

は
従
業
員
を
抑
制
し
て
い
く
方

針
で
あ
る
。

村
長

一般質問 村政を問う

助言を行い連携を図る

万葉まちづくりセンターの
評価と期待は

村
長

経
営
方
針
へ
の
評
価

問問

村
長 意

見
・
要
望
へ
の
対
応

問村
長

問

村
長 会

社
へ
の
期
待

問

村
長 取

締
役
の
任
期

問村
長

問

ほそかわ　　うんいち

細川　運一 議員
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期待される地区計画説明会

問
　
村
長
の
施
政
方
針
で
４
号

線
拡
幅
事
業
で
沿
線
地
域
の
維

持
と
将
来
的
な
需
要
を
見
据
え
、

住
宅
地
・
商
業
地
・
工
業
用
地

を
含
め
新
た
な
地
区
計
画
を
策

定
に
向
け
協
議
を
進
め
て
い
る

が
進
捗
状
況
は
。

村
長 

県
と
事
前
協
議
が
成
立

し
た
が
、
半
導
体
企
業
進
出
撤

回
の
大
き
な
影
響
を
受
け
、
計

画
の
一
部
変
更
も
視
野
に
入
れ

協
議
を
進
め
て
い
る
。

問
　
地
区
計
画
に
つ
い
て
県
と

の
協
議
内
容
は
。

村
長
　
協
議
は
法
令
に
基
づ
き

・
地
区
計
画
の
目
標

・
土
地
利
用
の
方
針

問
　
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

村
長
　
県
と
協
議
を
継
続
し
、

早
期
計
画
策
定
に
向
け
進
め
て

い
く
。

問
　
新
た
に
地
域
へ
の
説
明
会

の
開
催
は
。

村
長
　
説
明
会
の
開
催
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。

問
　
県
と
の
強
い
パ
イ
プ
役
と

し
て
副
村
長
は
、
地
区
計
画
に
ど

の
よ
う
に
あ
た
っ
て
い
く
の
か
。

副
村
長
　
県
と
打
ち
合
わ
せ
を

し
、
問
題
点
を
調
整
し
な
が
ら

最
大
限
村
の
た
め
に
生
か
せ
る

よ
う
進
め
て
い
く
。

・
地
区
施
設
整
備
の
方
針

・
建
築
物
等
整
備
の
方
針

・
区
域
の
整
備
開
発
及
び
保
全

を
決
定
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
当
該
地
区
は
、市
街
化
調
整

区
域
で
あ
る
が
、期
待
さ
れ
る
地

区
計
画
は
い
つ
実
現
で
き
る
か
。

村
長
　
県
と
協
議
を
密
に
し
、

要
望
活
動
を
進
め
今
回
の
地
区

計
画
に
つ
い
て
、
前
向
き
な
形

で
進
め
て
い
く
。

答
一般質問村政を問う

県と協議を進めていく
河原・座府地区計画の進捗は

村
長

問村
長

問

村
長

問

副
村
長

問 村
長

問村
長

問

やまもと　　しん　ご

山本　信悟 議員

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

進
捗
状
況

協
議
内
容
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中学生
クリエートパーク内の遊具は年齢制限があ
るため、キャンプ場をもっと中学生でも活
用できるにようにしてほしい。

議員
キャンプ場の活用方法については色々な意
見が出ている。中学生の意見として参考に
したい。

万葉クリエートパーク・キャンプ場

中学生
奥田から駒場戸口までの歩道に木の根が張
り出していて、自転車通学の際に転倒が心配。

議員
県道のため道路管理者である宮城県へ対応
を要望している。改めて村へ伝えたい。

通学路の歩道

中学生
高校への通学が不便。村でなんとかできな
いか。

議員
以前は路線バスで通学できたが、利用者減
少で路線廃止された。私立高校ではスクー
ルバスも運行しているが、その他の方法は
ないか考えていきたい。

高校通学支援

中学生
大和町や富谷市に行かないと商業施設がな
いため、村内にも必要と思う。

議員
人口減少や集客の問題から難しさはあるが、
このままでよいとは思っていない。

商業施設

●日　時：令和７年９月19日
●参加者：【大衡中学校】渡邉大翔さん ／ 泉　翔琉さん ／ 東海林恵真さん ／ 佐々木琉唯さん
　　　　　【　議　　会　】佐野英俊議員 ／ 文屋裕男議員 ／ 細川運一議員

わたなべひろ　と いずみ　　かけ　る　 し ょ う じ 　え　ま さ さ き る い

～活発な話し合いが行われました～
中学生と議会との意見交換会
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熱心に研修を受ける委員

次世代型路面電車（ＬＲＴ）

総合施設ほがらかん

・現実の現象などを模擬的に再現する移住定住シュミレ
ーターのシステムを導入

◆調査結果
移住するあたり、具体的にイメージができ、実現可
能性を高めるものであった。

・宇都宮市とその周辺地域で運行されている次世代型路
面電車
・宇都宮駅～芳賀町間（14,6㎞　40分間）

◆調査結果
ＬＲＴは地下鉄に比べて建設コストが低く、開業ま
での期間も短いのが特徴。本村でもＬＲＴの開通を
夢に描きたい。

・健康福祉課、福祉子ども課、社会福祉協議会等を集約
した施設

◆調査結果
子どもから高齢者まで、健やかに生きる人の快適空
間となっている。本村も既存施設を有効活用し、住
民生活の維持向上のための施策が求められる。

答

視察年月日：令和７年６月17日～19日

総務民生研修報告行政視察
さめがわむら

移住定住シュミレーター

は　が　まち

ライトライン（ＬＲＴ）

かがみいしまち

ほがらかん（健康福祉センター）

福島県　鮫川村

栃木県　芳賀町

福島県　鏡石町
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広域化拠点の水道事務所

常陸那珂工業団地
第１期拡張地区

常陸那珂工業団地
第２期拡張地区

開発が進む常陸那珂工業団地

校務ＤＸで指導向上に

【内容】上下水道料金等収納業務（受付、検針、収納な
ど）を３市町連携して選定、発注。

【効果】３市町合計で年間2,219万円の委託料を削減。
また、印刷物を共用化することで印刷費用が最
大66％削減。

◆調査結果
本村でも少子高齢化、人口減少は避けられない問題
であるため、水道事業の事務効率化が重要である。

・原子力に関する優遇制度があり、内陸部だけではなく、
埋め立てによる工業用地の確保が必要なほど企業誘致
が進んでいる。
・企業誘致に伴う関係人口の増加により、商業施設の開
発も進んでいる。

◆調査結果
商業施設の開発が進んでおり、企業誘致と比例して
住民の利便性も向上している。本村においても商業
施設の誘致も必要である。

【AIドリル「Qubena」】
・学習ドリルで、生徒の正答率や進捗状況が教職員へ
リアルタイムで送られてくることで、個別の習熟度
にあったサポートが可能。

【BLEND】
・学校と保護者間の連絡がスマホアプリで可能となり、
スムーズな情報共有で負担が大幅に軽減。

◆調査結果
大衡村は「点」、大子町は「線」の教育施策に感じ、
教育には連続性、関連性を持った施策が効果的と考
える。

キュビナ

ブレンド

視察年月日：令和７年７月29日～31日

産業教育 行政視察
あ　み　まち

水道広域化

茨城県　ひたちなか市 企業誘致

だい　ご　まち

茨城県　阿見町

茨城県　大子町学力向上
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　僕
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
チ
ー
ム
ス
タ

ッ
フ
に
な
る
こ
と
で
す
。
僕
は
、

野
球
観
戦
を
す
る
こ
と
が
と
て
も

好
き
で
、
好
き
な
選
手
も
多
く
い

ま
す
。
そ
の
選
手
を
支
え
る
こ
と

今
年
は
、
連
日
猛
暑
の
日

が
続
き
心
身
と
も
に
大
変
な

年
と
な
り
ま
し
た
が
、
季
節

は
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
を
進
め
て
い
る

本
村
に
も
収
穫
の
秋
を
迎
え

笑
顔
あ
ふ
れ
る
村
民
皆
さ
ん

の
顔
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

山
本

　信
悟

10
月
８
日
、
大
衡
小
学
校

５
年
生
に
よ
る
稲
刈
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

鎌
を
使
っ
て
の
刈
り
取
り

は
初
体
験
。
ぬ
か
る
み
に
足

を
取
ら
れ
な
が
ら
頑
張
り
ま

し
た
。

　
私
は
21
歳
の
頃
、
庭
師
と
し
て

親
方
の
元
に
修
行
へ
行
き
ま
し
た
。

　
７
年
間
の
経
験
を
経
て
親
方
の

許
可
を
頂
き
独
立
開
業
し
ま
し
た
。

最
初
の
頃
は
礼
儀
を
わ
き
ま
え
た

「
所
作
」、
意
識
的
・
目
的
を
持

っ
た
「
動
作
」、
目
上
・
施
主
さ

ん
へ
の
「
言
動
」
を
学
び
、
並
行

し
て
技
術
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

「
職
人
で
あ
る
前
に
紳
士
で
い
な

さ
い
」
と
言
っ
て
い
た
親
方
ら
し

い
教
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。

　
親
方
、
兄
弟
子
、
そ
の
人
の
仕

事
の
「
色
」
が
は
っ
き
り
出
る
の

が
庭
師
と
い
う
職
業
で
す
。
自
分

未
入
稿

の
色
を
作
る
の
は
人
生
の
中
で
と

て
も
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
ん

な
日
々
の
中
で
人
の
話
を
聞
き
、

人
の
動
作
を
見
て
自
分
の
色
に
す

る
。
そ
ん
な
職
人
の
癖
が
今
に
生

き
て
い
ま
す
。「
人
生
死
ぬ
ま
で

勉
強
」
と
よ
く
言
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
の
文
を
書
い
て
い
る
今

も
気
づ
か
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

　
私
は
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
代
表
者

と
い
う
立
場
で
も
あ
り
ま
す
が
、

大
衡
村
の
子
ど
も
達
、
男
子
達
が

紳
士
的
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

庭師として自分の色を出す

あ
と
が
き

表
紙
写
真

大衡小学校　６年

石川　陽季　さん
いしかわ　　はる　き

みんなの

が
で
き
る
ス
タ
ッ
フ
さ
ん
が
僕
の

憧
れ
で
す
。

　僕
は
野
球
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て

お
り
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
の
お
父
さ

ん
に
支
え
ら
れ
て
活
動
を
し
て
い

ま
す
。
練
習
を
手
伝
っ
て
く
れ
た

り
、
近
く
で
応
援
し
て
く
れ
た
り

す
る
お
父
さ
ん
達
の
姿
を
見
て
、

自
分
も
大
人
に
な
っ
た
ら
支
え
る

立
場
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　夢
を
叶
え
る
こ
と
は
難
し
い
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
が
、
諦
め
ず
に

目
標
を
高
く
持
っ
て
が
ん
ば
り
た

い
で
す
。

柿
崎
　智
明

柿
崎
　智
明
さ
ん
さ
ん

か
き
ざ
き
　
　と
も
あ
き

か
き
ざ
き
　
　と
も
あ
き

職
人
で
あ
る
前
に
紳
士
で
あ
れ

　私
は
生
徒
会
執
行
部
と
し
て
、

学
校
行
事
な
ど
の
企
画
や
準
備
を

何
度
も
行
い
ま
し
た
。
準
備
を
す

る
の
は
大
変
で
す
が
、
そ
の
行
事

で
生
徒
の
皆
さ
ん
が
楽
し
そ
う
に

参
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
見
て
、

と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　そ
の
経
験
か
ら
、
私
は
人
の
笑

顔
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
人
に
な

り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
だ
具
体
的
な
将
来
の
夢

は
決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
自
分

が
目
指
す
べ
き
未
来
に
向
か
っ
て

一
歩
一
歩
努
力
を
重
ね
、
た
く
さ

ん
の
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
で

す
。
そ
し
て
誰
か
の
笑
顔
の
き
っ

か
け
に
な
れ
る
よ
う
な
存
在
を
目

指
し
た
い
で
す
。

大衡中学校　２年

渡邉あかり　さん

わたなべ
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